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『すなおで かしこく たのもしく 』  

～人間性豊かでたのもしい子～ 
 

 

 

 

１学期を振り返って 

７月に入り、暑さが増してきましたが、子ども達は、暑さの中でも毎

日元気に過ごしています。振り返ると、４月は新しい生活に慣れようと

する姿がどの学年の子にも見られました。１学期は７２日ではあります

が新しい学級のルールに慣れ、毎日の授業、遠足等宿泊行事、水

泳学習、健康診断、避難訓練、実験観察、漢字練習、音読等、日々

経験を積み重ねました。下校時、帰りを見送っていると、元気に挨拶しながら帰っていく姿は、４月

の姿とは異なる、その学年らしい立派な姿です。まず７２日よく頑張りました。また、保護者の皆様

につきましても、忙しい中でも学校の話しを聞いていただいたり、ボランティアをしていただいたり、

毎日の食事や学習の準備と、お子様、学校を支えていただきありがとうございました。 

夏休み ～ 学校外の真剣な姿 ～ 

先日、放課後の体育館をのぞくと、バレーボールのジュニアチームが練習していました。声を出

し、集中して練習に取り組んでいます。私を見つけるとしっかり挨拶もできます。低学年の子ども達

も、学校では見ないような凛々しさで、ちょっとかっこいいのです。私も長年、少年サッカーのコー

チをやっていましたが、夏は練習、合宿、遠征と多くの時間を子ども達と過ごしました。改めて体育

館やグランドで汗を流して練習する子ども達をみると、「その調子だ、がんばれ」と応援したくなりま

す。夏休みはスポーツ活動だけではなく、ピアノや書道、塾等の習い事など、それぞれの志向で

努力を積み重ねる時間でもあると思います。子ども達が夏を越えて、たくましくなるのは、全力で打

ち込み、心も体も鍛えられるからにちがいありません。熱中症に気を付け、暑い夏をのりきっていく

ことを願っています。２学期に子ども達に会ったときには「夏の頑張り」についてインタビューしてみ

たいと思います。 

～ 安全な夏休みを ～ 

青少年育成協力会の情報交換会で藤沢警察署の方から 「夏休みに向けて～子供が巻き込ま

れてしまうトラブルについて～」という講演を聞く機会がありました。印象に残ったのは次のことです     

・流れがある川、海には子どもだけでは入らない。水辺では必ず救命胴衣をつける。 

・防犯上、１人で人通りのない所にいることが危ない。２人でいることで事件に巻き込まれる 

確率は下がる。 

・ＳＮＳのトラブルが増加してい 

る。チャットやゲームで知り合っ

た人を優しいと感じると、会うと

ころまで発展し、だんだん行く先

がわからない外出が増え、隠し事

が増えてくる。 

夏休み前に「安全で楽しい夏

休みにしましょう」という児童

指導の文書を配付します。改め

て家庭で話す機会をもちましょう。 【市で開催される教育文化講演会のお知らせ】 
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